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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・本日9：30西病棟の林田鶴子様がテンキーを操作しドアの行き来が出来る他患者様から情報あり、ご本人へ確認・解除できる事が分かりました。

以前も林様はテンキーのナンバーを職員の操作を見て覚えてしまっており、今回も特定のスタッフ名を挙げ「覚えた」と話されています。
ご本人は、作業中に一人でトイレへ行く為に操作していたようです。

佐藤ＡＯＭへ報告し、明日の午後にはテンキーナンバーを変更する予定との事です。

ナンバー変更までは、所在確認を徹底して行ってください。

テンキー操作時の際には、番号が患者様へ見えたりわからないようカモフラージュしながら操作を行って下さい。
＜患者様連事項＞

· 松林　政道様～昨日までの外泊訓練は、ご家族から病状が安定していて自発

　　　　　性もあり、今までの外泊で一番良かったとの評価ありまし

た。

本日昼から、バレリン３T、フルニトラゼパム1T、ジプレ

キサ1T、センナリド1Tが7日分（9/7まで）処方されています。引き続き気分の変動・日中の活動状況を観察していきましょう。

本人が持参された生命保険の診断書は、主治医に提出しているので、明日の診察の際に主治医に確認を行って下さい。

· 小笠原　久雄様～家族からの連絡で9/3(金)14:00から訪問指導を実施しま

す。主治医へ指示箋を依頼し、山田swに連絡済んでいます。訪問指導後、9/3　14：00～9/5　15：00まで外泊予定です。

· 片石　信悦様～陰嚢水腫疑のため、9/2(木)13:30から南病棟介護訓練室で小

坂医師による診察を行います。付添いスタッフは、東病棟から処置台を借りて下さい。

· 藤井　崇史様～9/2(木)11:00から、西Ａユニット診察室で、心理検査を実施

します。本人様への説明は済んでいます

· 林田鶴子様～尿検査の結果、白血球が3＋と出ています。主治医からの指示

で今後水分を多めに摂取してもらい9/3(金)に再度尿検査を実施してください。

＜安ヶ平Dr診察＞

· 出河 攻様～セフジトレイン３T、ターゼン３T、７日間継続処方となっ

ています。陰嚢水腫の再発がないか訴えを傾聴し、必要時観察

していきましょう。
· 坂本 のり子様～本人様から服が買いたいとの訴えがあり、外出について主

治医とご家族に確認を行っています。ご家族との確認が取れ次第、日程を組んでいきましょう。

· 新堂　寿子～本日の診察の際に「退院したい」と話され、主治医からは退院　

　　　　　　　　に関しては明確に返答は無く、生活指導・疾病指導がありま

した。まだ退院の許可がおりていない状況で、「主治医から退院の許可は、おりた」と何度も来詰し話されています。繰り返し病識確立に向けた服薬指導と生活指導を重ねて行きましょう。山田swへの情報提供は済んでいます

＜注目患者様＞

· 林　田鶴子様～本日9：30にテンキーを操作しドアの行き来が出来ると他患

者様から情報あり、ご本人へと確認し、解除できる事が分かりました。特定の職員の名前を挙げ「操作を見て覚えた」と話されています。以前にも同様の事があったため今後は、注意して点キーの操作を行っていきましょう。また点キーの番号を覚えているため、離院ないか所在確認を行ないましょう。

· 大橋 照子様～「アローゼンを飲まないので、お腹の調子が良い」と朝の服

薬の際に話されていますが、その後の採血の際に「血液に症状が現れる」「電波がくる」との妄想発言が聞かれ、スタッフの促しにて採血を行っています。本日午前の散策も拒否されているため、今後もプログラムへの参加状況について様子観察を行ない、拒否や妄想発言が続く際は、訴えを傾聴していくと共に主治医に情報提供を行いましょう。

・佐々木淳様～本日水分補給のお茶を出した際、何杯も一人で飲まれ、他患者

様が「お茶ないか」と尋ねた所、「ないんじゃ」と怒鳴ったりと不機嫌となる事あります。それ以降は不機嫌さみられず、日課を行なわれています。本人の理解度に合わせて指導を行い、今後他者とのトラブルがないよう様子観察を行ないましょう。

＜SST評価・検討＞

・Aユニット～ほとんど短期目標は達成していると評価されており、困った場面もなかったと話されている。次月の目標は、レベルアップして考えても良いと思う。

· Aグループ～全体的に穏やかな様子で行っています。戸賀沢様が他者やスタ

ッフの発言時割り込んで話してくる事があり、その都度介入しています。評価をして１００点になるようアドバイスを行っています。

· Bグループ～自ら初語する方があまりおらず静かな様子で行っています。ほ

とんどの方が、評価で高得点をつけています。満点とはならないため、今月の目標で出来なかった部分を取り上げ、次月の目標とします。

· Cグループ～自ら発言される方もおり、穏やかな様子で行っています。評価

では声がけすると振り返りしています。評価が低く出している方が多く声掛けしていますが、それ以上点数を上げることが出来ません。

· Dグループ～皆様表情よく参加されています。評価を低い点数にしており、

１００点になるようアドバイスをしています。

